
 神戸市立児童センター条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。  

  令和７年10月１日 

神戸市長 久   元   喜   造   

神戸市規則第26号  

   神戸市立児童センター条例施行規則の一部を改正する規則  

 神戸市立児童センター条例施行規則（令和５年２月規則第 54号）の一部を次の

ように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線又は太線の表示部分（以下第１号及び

第２号において「改正部分」という。）及び改正後の欄に掲げる規定の下線又は

太線の表示部分（以下第１号及び第３号において「改正後部分」という。）につ

いては、次のとおりとする。  

(1) 改正部分及びこれに順次対応する改正後部分が存在するときは、当該改正

部分を当該改正後部分に改める。  

(2) 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。  

(3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改正後  改正前 

（使用料の減免） （使用料の減免）  

第７条 ［略］ 第７条 ［略］ 

２  駐車場の使用料に係る条例第 11条

に規定する規則で定める特別の理由

があるときは、次の各号に掲げると

きとし、当該各号に定めるところに

より、使用料を減額し、又は免除す

る。 

２  駐車場の使用料に係る条例第 11条

に規定する規則で定める特別の理由

があるときは、次の各号に掲げると

きとし、当該各号に定めるところに

より、使用料を減額し、又は免除す

る。 

(1) 児童センターの利用者で次のい

ずれかに該当する者が駐車場を使

用したとき。 駐車場の使用料相当

額のうち３時間以下の部分につい

(1) 児童センター及び神戸市児童相

談所条例（昭和 39年３月条例第 70

号）第１条第２項に定める神戸市こ

ども家庭センターの施設の利用者



ての減額（駐車場の使用料相当額が

３時間以下の場合にあっては、免

除） 

が駐車場を使用したとき。 駐車場

の使用料相当額のうち ２時間以下

の部分についての減額（駐車場の使

用料相当額が２時間以下の場合に

あっては、免除）  

ア 身体障害者福祉法（昭和24年法

律第283号）第 15条第４項の規定

に よ り 交 付 を 受 け て い る 身 体 障

害者手帳（以下単に「身体障害者

手帳」という。）に身体上の障害

の 程 度 が １ 級 か ら ４ 級 ま で で あ

る 者 と し て 記 載 さ れ て い る 者 で

あ っ て 神 戸 市 に 住 所 を 有 す る も

のが自ら運転するとき。  

 

イ  神戸市に住所を有する次に掲げ

る 者 が 同 乗 す る 自 動 車 で あ っ て

その介護者が運転するとき。  

 

(ア ) 身体障害者手帳の交付を受

け て い る 者 で 当 該 身 体 障 害 者

手 帳 の 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 旅 客

運 賃 減 額 に 係 る 記 載 が 第 １ 種

身体障害者とされているもの  

 

(イ ) 精神保健及び精神障害者福

祉に関する法律（昭和25年法律

第 123号）第 45条第２項の規定

に よ り 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手

帳 の 交 付 を 受 け て い る 者 で 当

該 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 に

 



記 載 さ れ た 障 害 等 級 が １ 級 の

もの 

(ウ ) 療育手帳の交付を受けてい

る 者 で 当 該 療 育 手 帳 に 記 載 さ

れた障害の程度がＡのもの 

 

(2) 神戸市児童相談所条例（昭和 39

年３月条例第70号）第１条第２項に

定める神戸市こども家庭センター

の利用者が駐車場を使用したとき。

 免除  

(2) 前号に規定する場合において、

次のいずれかに該当する者が駐車

場を使用したとき。 前号の規定に

かかわらず、駐車場の使用料相当額

のうち３時間以下の部分について

減額（駐車場の使用料相当額が３時

間以下の場合にあっては、免除） 

 ア  身体障害者福祉法（昭和24年法

律第283号）第 15条第４項の規定

に よ り 交 付 を 受 け て い る 身 体 障

害者手帳（以下単に「身体障害者

手帳」という。）に身体上の障害

の 程 度 が １ 級 か ら ４ 級 ま で で あ

る 者 と し て 記 載 さ れ て い る 者 で

あ っ て 神 戸 市 に 住 所 を 有 す る も

のが自ら運転するとき。  

 イ  神戸市に住所を有する次に掲げ

る 者 が 同 乗 す る 自 動 車 で あ っ て

その介護者が運転するとき。  

 (ア ) 身体障害者手帳の交付を受

け て い る 者 で 当 該 身 体 障 害 者

手 帳 の 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 旅 客

運 賃 減 額 に 係 る 記 載 が 第 １ 種



身体障害者とされているもの  

 (イ ) 精神保健及び精神障害者福

祉に関する法律（昭和25年法律

第 123号）第 45条第２項の規定

に よ り 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手

帳 の 交 付 を 受 け て い る 者 で 当

該 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 に

記 載 さ れ た 障 害 等 級 が １ 級 の

もの 

 (ウ ) 療育手帳の交付を受けてい

る 者 で 当 該 療 育 手 帳 に 記 載 さ

れた障害の程度がＡのもの 

(3) ［略］  (3) ［略］  

(4) 前３号に掲げるもののほか、市

長が特に必要があると認めるとき。

 市長がその都度定める額の減額

又は免除 

 

３  ［略］  ３  ［略］  

別表（第５条関係） 別表（第５条関係）  

(1) ［略］  (1) ［略］  

(2) 駐車場の使用料  (2) 駐車場の使用料 

自動車の種類 使用料 

普通自動車 １台 30分につき

 2 5 0 円 （ 特 定

日） 

１台 30分につき

 150円（特定日

自動車の種類 使用料 

普通自動車 １台 20分につき

 100円  
 



を除く日） 
 

備考 この表において「普通自動車」

とは、道路交通法（昭和35年法律第

105号）第３条に規定する普通自動

車をいう。また、「特定日」とは、

土曜日、日曜日、休日及び７月20日

から８月31までの日をいう。 

備考  この表において「普通自動車」

とは、道路交通法（昭和35年法律第

105号）第３条に規定する普通自動

車をいう。 

附 則  

この規則は、令和８年１月１日から施行する。  


